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表 1 『著作集』の全体柵成























































































































































































































































































































































































































表6 引用 ･参考文献の著者 (part3)
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? ???? ? ? ?? ? ?? ?????? ??????? ? ? ?????????? ????
注 :カッコ内の数は､該当の輸文をシュワルツが引用 ･参照して執筆した
姶文数である｡
の伝統とソーシャルワーク実践｣は､シュワルツ自身が
シュワルツの最初の主要論文(1959)と最後の論文(198
1)とが極めて歴史的な色彩が強い論文であることは象徴
的である｡前述 したように､1981年の ｢グループワーク
(8)
著作集の表題として考えていた｡シュワルツは歴史的観
点からグループワークやソーシャルワークを捉えること
の重要性を強く認識していた.それは､バーマン一口ッ
岩間 :ソーシャルワークにおけるシュワルツ論理の研究(1)
シもシュワルツ理論について､｢彼が提示 した新 しい考
えは､単体で出現したのではなく､むしろそれらを先導
してきた時間の脈絡の中で､また以前からなされてきた
努力を通して生まれた｣13)と指摘 している｡ シュワルツ
の理論は､シュワルツ一人によって理論化されたといえ
るが､それはシュワルツというフィルターを通した歴史
的産物であるということができる｡
歴史的観点を重要視するということは､現実から目を
そらさずきっちりと向き合う中で理論化への視点を導き
出すことを意味する｡そうした歴史性という脈略がどの
ような形でシュワルツ理論に注入され､理論として具現
化されていったのかを洞察することはシュワルツ理論の
理解につながるものである｡特に､シュワルツが強調す
るグループワークの伝統とソーシャルワークとの関係を
読み解くことは具体的な一つの方法となろう｡
2)社会的視座
シュワルツは個人と社会の関係は ｢共生的な相互依存
関係｣であると規定した｡そして理想的なグループの状
態を ｢相互援助システム｣とした｡筆者はこれらについ
てはこれまでの論文の中で掘り下げてきたが､その先に
ある ｢社会｣というものをシュワルツはどのように捉え
ていたのか｡民主主義社会としてのあり様が大きくシュ
ワルツの中にあったのではないかと思われる｡
19世紀の後半以降の産業化は､多くの社会的問題を生
み出したが､そこでシュワルツは対立や競争でななく､
相互援助(mutualaid)や協力を強調 した.バーマンー
ロッシは､｢相互援助(mutualaid)というテーマは､民
主的なシステムそのものの原型としてソーシャル･グル
ープワークのシュワルツの見方を統合することになった
｣14)と指摘している｡ここに ｢媒介｣を生み出す土壌が
あったのである｡そうだとすれば､共生的な相互依存関
係や相互援助システム､媒介と民主主義社会とがどのよ
うな整合性をもってかみ合うのか｡これも重要で大きな
テーマである｡そして何度もシュワルツが引用している
デューイやキルパ トリックらの進歩主義教育との関係､
クロボトキンの思想との関係をも視野に入れて考察しな
ければならない｡
3)実存的視座
これはシュワルツ理論を理解する上では極めて重要な
テーマである｡プ-バーやメイの論文が多く引用されて
いることからも分かるように､シュワルツの理論は実存
思想から極めて大きな影響を受けている｡それがどのよ
うにシュワルツ理論の中に吸収され､具体的なワーカー
(9)
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の援助行動として展開されているのかを明らかにする必
要がある｡シュワルツのいう ｢今､ここで｣(hereand
now)の強調などは少なくともその一端を示すものであ
る｡
そしてソーシャルワーク理論の系譜の中では､機能主
義学派の系譜との関係を明確にすることも求められる｡
タフトやロビンソンの引用もみられるが彼らの影響をど
のような形で受けているのかについての考察が必要とな
る｡このことは､ソーシャルワークの理論形成史におい
てシュワルツ理論の位置を明確にすることにもなる｡
4)科学的視座
シュワルツはその思想性や哲学性ばかりではなく､理
論化に向けて隣接の諸科学からの科学的な知見を大量に
吸収している｡特に､レグィンらを代表とする集団力学
の研究成果を積極的に取り入れている｡また､ トライア
ングルモデルに顕著にみられるようにシステム論の影響
極めて大きく､とりわけパーソンズの影響は大きい｡こ
れらの科学的視座からの検討も求められる｡
5)実践的視座
シュワルツにとって ｢実践｣のもつ意味は多様で深い｡
第 1には､シュワルツ自身によるコミュニティセンター
や近隣センターにおける実践である.そこでシュワルツ
が感じ､学んだことは何だったのか､またグループワー
ク実践の可能性や魅力についてはどうように感じていた
のかを探ることはシュワルツ理論の根源を垣間見ること
になる｡第2には､ソーシャルワーカーの機能のあり方
に焦点を当てた実践である｡シュワルツの専門職の機能
に関する考え方は独自機能を導き出す前提となっている｡
第3には､シュワルツが力を入れていた教育者としての
実践である｡シュワルツのソーシャルワーク教育のあり
方の中にソーシャルワークへの思想が反映しているよう
に思える｡
6.今後の課題
筆者の最終的な目的は､シュワルツの理論を基礎的部
分として発展させた ｢ソーシャルワークの媒介実践論｣
の構築にある｡本稿における取り組みは､その基礎部分
の研究にあたる｡しかしながらシュワルツの r著作集J)
を姐上にのせて､分析の対象にするという仕事は非常に
大きなェネルギーを必要とする｡『著作集』の分析とし
てはまだまだ第一歩を踏み出したばかりである｡今後も
継続して研究対象としていきたい｡脚注の分析において
も､数量だけでなく質的な影響も含めて分析する必要が
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ある｡
本稿では､『著作集｣の性格と意義を明らかにすると
ともに脚注の客観的分析を中心に分析を試みた｡そして
その分析を通してシュワルツ理論の理解と考察のための
5つの視座を提示した｡次回はこの5つの視座を中心に
シュワルツ理論の内容の分析と明確化に取り組むことに
したい｡
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12)論文の脚注に記載された引用文献及び参考文献のデ
ータベースへの入力と集計は､次の内容で処理した｡
各パートごとの集計は全体の結果から抽出したもので
ある｡
①原則として､『著作集｣の ColectiveWorksに
掲載された26の著作のうち脚注が付された20の文献を
対象とし､その脚注に記載された引用 ･参考文献の作
者とその発行年､シュワルツがそれを掲載して発刊 し
た発行年､『著作集』の通し番号､を入力した｡なお､
一つの論文内において同一論文から複数回の引用があ
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著者｣として処理した｡
13)Berman-Rossi(ed.),op.cit.,p.198.
14)Ibid.,p.199.
Summary
●
ThepurposeofthispaperistoformofthebasicperspectivesforunderstandingbyanalyzingOfSocial
Work.･TheColectedWritingsofWiliam Schwartz(1994).IhaveanalyzedthereferencesofalSchwartz'
papersinthecolectedWritings.ItoffersthekeytoanunderstandingofSchwartz'theory.Iarriveatthe
conclusionthatthebasicperspectivesare1)thehistoricalperspective,2)thesocialperspective,3)theexisten-
tialperspective,4)thescientificperspectiveand5)thepracticalperspective.
(10)
